
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財保存活用地域計画の認定について 

 

令和７年７月１８日（金）、藤岡市文化財保存活用地域計画が、国の文化審議会

（会長 島谷
しまたに

弘幸
ひろゆき

）の答申を経て、文化庁長官の認定を受けました。 

群馬県内自治体の文化財保存活用地域計画の認定は４件目となります。 

                                

１ 文化財保存活用地域計画とは 
 

   文化財保存活用地域計画は、文化財保護法の改正（平成３１年４月施行）により制度化

されたもので、市町村における文化財の保存と活用に関する総合的な法定計画です。地域

での文化財の保存・活用について、取組の目標や方向性等が具体的に示されています。 

    

２ 今回認定を受けた文化財保存活用地域計画（詳細は別添資料を参照） 

 

・藤岡市文化財保存活用地域計画 

 

３ 参考事項 

  群馬県内自治体の文化財保存活用地域計画の認定状況 

  ・令和６年７月    高崎市・嬬恋村 

・令和６年１２月  館林市 

・令和７年７月   藤岡市 

 

４  関係機関 連絡先 

  ・藤岡市教育委員会文化財保護課    ０２７４－２３－５９９７ 

 

 

 

 
 
 

令和７年７月１８日 

地域創生部文化財保護課 

文化財活用係 

電話 027-898-3547 内線 3547 



【計画期間】令和7～19年度（13年間）
【面 積】180.29㎢ 
【人 口】約6.1万人
【関連制度等】
世界文化遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」

指定等文化財は、７７件
未指定文化財は、８,２９８件把握

推進体制指定等文化財件数一覧

歴史文化の特性
天然資源を利用したモノづくり

モノづくりを起点とする交流と繋がり

モノづくりが結んだ信仰

藤岡市には様々な天然資源が存在し、それらを使って
時代にあったモノづくりを連綿と行ってきた。

作られたモノは、藤岡市で使われるだけでなく、周辺
地域へ流通することで多様な交流を生み出し、それぞれ
の時代を彩った。

モノは信仰の場で使われ、人々の祈りを支える道具
として、重要な役割を担っていた。信仰の証拠はモノ
だけでなく地名などにも残り、現代に伝えられてい
る。
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まとめ
先史時代から続く藤岡市のモノづくりとその利用の伝

統は、数々の数学上の発見をした関孝和、中村堰を作っ
た孝順、近代的な養蚕法「清温育」を開発し、高山社や
分教場を通じて全国にその飼育方法を広め、他地域との
交流を促進した高山長五郎、さらに零戦を開発し、日本
の航空技術を世界水準に押し上げた堀越二郎といった
様々な「モノ」を作り出し広めた、藤岡市ゆかりの先人
たちの業績にも繋がる。
藤岡市には、多種多様な文化資源が存在する。これら

の文化資源は様々に絡み合い「モノづくり」といった
キーワードで有機的に繋がっている。このような歴史文
化の特性は、現在まで続く藤岡らしさを形作っている。



文化資源の保存・活用に関する課題
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文化資源の保存・活用に関する方針
文化資源の保存・活用に関する取り組みの例

（３）活用の課題
○文化資源の価値についての情報
発信の不足

○関係機関等との連携の不足 等

（２）保存の課題
○藤岡歴史館の体制が不十分
○文化資源の公開・活用が不十分

等

（１）調査・研究の課題
○調査・研究の深化・拡充が必要
○歴史文化の特性の深掘りが不十分

等

調査・研究
○調査・研究の推進
○調査・研究体制を充実させる
○歴史文化の特性の検討 等

保存
○藤岡歴史館の体制を充実させる
○文化財指定等の推進
○新たな公開場所の確保 等

活用
○文化資源の価値を発信する
○文化資源の観光や学校教育・生涯学習での
活用を推進する

○民俗文化財の活用を推進する 等

A-16 未報告資料の整理・報告
報告されていない資料（埋蔵文化財・文書・民俗資料

など）を整理し、公表して活用できる体制を整える。

■行政（文）・専⾨・
団体

■R10～19

■行政（文）・行政（関）
■R7～9

A-14 歴史的特性の再検討と価値づけ
藤岡市の歴史文化の特性を基にして、時期別・
地域別のサブストーリーを検討する。

■行政（文）
■R7～19

B-1 藤岡歴史館の博物館登録推進
藤岡歴史館の博物館登録を推進する。

D-1 意⾒交換会の実施
市民と文化資源に関する課題などを共有するため、
意見交換会を実施する。

D-4 文化資源の語り部の育成
文化資源の解説等を行うボランティアを育成する。

■行政（文）・行政（関）
・団体・市民
■R15~19

（4）継承の課題
○地域・学校等との連携が不足
○史跡高山社跡の活用やPRが
不十分 等

継承
○地域・学校等との連携を推進する
○保存団体への支援を推進する
○史跡高山社跡の活用を推進する 等

B-8 保存活用計画の作成
指定等文化財に係る保存活用計画を作成す
る。例：⽩⽯古墳群・⽜⽥廃寺跡など

■行政（文）
■ R10～19

C-1 市内の地区ごとのパンフレット作成
市内の各地区の文化資源を紹介したパンフ
レットを作成し、配布する。

C-15 周遊ルートの作成
市内の文化資源をストーリーで繋いだ周遊ルー

トを作成する。

■行政（文）・行政（関）
■R7～19

■行政（文）・行政（関）
・団体・市民
■R10～19

■行政（文）・行政（関）
・団体・市民
■R10～14

３ 活用
-藤岡の文化資源を

活かし、発信する-

4 継承
-藤岡の文化資源を

継承し、次世代へ繋げる-

文化資源の保存・活用に関する方向性
１ 調査・研究

-藤岡の文化資源を知り、
価値を掘り起こす-

２ 保存
-藤岡の文化資源を

保存し、守る-

【将来像】「郷土を愛し、未来に繋げていく藤岡」
-文化資源を知り、守り、活かして、繋げる -



04 藤岡市文化財保存活用地域計画【群馬県】

3つの関連文化財群

関連文化財群1：「モノづくりが醸す交流と信仰」 関連文化財群3：「絹文化が育んだ高山社跡」

関連文化財群2：「古墳と歩むまち」

本計画では、①藤岡市に育まれてきた歴史文化の特性を広く伝えること、②藤岡市民が共感でき納得できるストーリーで、今後のまちづく
りに繋がること、③各機関と連携し多様な取り組みを行うことができる、という観点から、以下の3つの関連文化財群を設定した。
関連文化財群1「モノづくりが醸す交流と信仰」・関連文化財群2「古墳と歩むまち」・関連文化財群3「絹文化が育んだ高山社跡」であ

る。

藤岡市に備わる地質・地形を利用したモノづくりは先史時代か
ら始まり、様々な場所で利用されるだけでなく、他地域との交流
を生み、信仰を育む道具にもなった。モノづくりの系譜は現代に
まで受け継がれ、藤岡らしさを形作っている。

養蚕の記憶は、今でも藤岡市に住む人々に共
有され、馴染み深いものだ。藤岡市で古代から
続く養蚕の伝統は、江戸時代に群馬最大の絹市
へと発展して絹文化が花開いた。明治時代には
「清温育」という革新的な養蚕飼育法を生み出
し、それを全国に広めた高山社の設立に結実
し、現在では高山社跡が世界文化遺産に登録さ
れている。

藤岡市に1,500基以上存在した古墳は、現在の集落の中に溶け込み、藤岡らし
い独自の景観を形作っている。古墳は豪族の墓として築造されたものだが、現代
では寺社が建てられ信仰の場として、また郷土芸能の伝承の場といった日常の一
部として利用されている古墳もある。さらに古墳から出土した埴輪は魅力的な
キャラクターとして親しまれるなど、新たな価値づけが行われている。

三波川結晶片岩

藤岡産埴輪

堀越二郎関係資料

高山家絹絵図

関連文化財群の概念図

藤岡市の関連文化財群神⽥三本木古墳群
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関連文化財群２ 古墳と歩むまち

関連文化財群に関する課題・方針
課題
1 古墳に関する調査・研究や現代社会での認識の把握などが十分ではなく、調査・研究
が必要である。

2 藤岡市の古墳について十分な情報発信がされておらず、保存・活用に結びついていない。
3 市内の民有地に点在する古墳の保存が課題である。

方針
① 古墳そのものの調査・研究に加え、古墳と古墳時代以降の社会との関係性や集落景観との
関わりについて調査・研究を行い、価値づけを行う。

② 調査・研究で得られた成果や市内の古墳の特徴などについてまとめ、情報発信を行う。
古墳の認知度を高め、保存・活用を図っていく。

③ 市内に残る古墳をどのように保存していくか検討する。

2-2 古墳の現代利用についての把握

関連文化財群に関する主な取り組み

概要
藤岡市では、平成28（2016）年に群馬県の調査で、1,511基の古墳が把握された。群馬県の中でも古墳が密集する地域で、現在でもそこか

しこに古墳が残されている。藤岡市内の地名（小字）には、「塚原」・「塚合」・「塚⽥」・「塚間」・「飛⽯」といった古墳がたくさんある
ことを表した名称が数多く残っており、藤岡市民にとって古墳は身近な存在である。
消滅してしまった古墳も多いものの、藤岡市の⽥畑や市街地には現在でも古墳が点在しており、現代の風景と融合した特異な景観を形作って

いる。戸塚神社古墳、諏訪古墳、平地神社古墳などでは、古墳の墳頂を利用して寺社を建て、地域の信仰の場となり、その周りは獅子舞や太々
神楽といった伝統芸能の舞台となって、文化資源を継承する場としても機能してきた。さらに市内には古墳にまつわる伝説や伝承も多く、身近
な存在として生活に溶け込んでいる。
古墳は藤岡の歴史を知る重要な文化資源であることはもちろんであるが、文化資源の枠組みを超えて私たちの生活と密接に関わっており、藤

岡らしさを作り上げている要素の1つである。

現代社会と古墳との関わりや、他の歴史的文化との
関係性を調査する。

■行政（文）・専⾨
■R7～19

市内に点在する古墳群と集落景観

2-6 サブストーリーの作成と周知
藤岡市と古墳との関わりについて、サブストーリー

を作成し、藤岡市の特性についてわかりやすく提⽰す
る。

■行政（文）・専⾨
■R10～19

関連文化財群2 「古墳と歩むまち」文化資源リスト


	R7_07_16_最終_藤岡市PPT.pdfから挿入したしおり
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4


